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る
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介
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鉄
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台
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に
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ら
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縮
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す
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介
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が
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が
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る
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介
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け
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ら

れ
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だ
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打

ち

際
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ま

る

で

ガ

ラ
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よ
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と
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が
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を
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が
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感
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ど
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ど
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が
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光
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繋
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て
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入
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０
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介
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め

た
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海
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う

に
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を

合

わ

せ

	

る

と
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の

隙
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か

ら

光

が

漏

れ

出

し

て

	

く

る
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を

開

く

と

I

そ

の

光
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と

�

た

5
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誰

か
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わ

れ
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と

う
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ネ

ル

を

抜

け

る
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開

け
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車

の

右
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岸
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�
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介
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ヤ
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璃
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に
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ぎ

れ

I

遠
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に
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て

い
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た
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朝

焼

け
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照

ら

さ

れ
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打

ち
	

際

に
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の

少

年

が

立

�

て

い

た
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そ

の

	

少

年

が

海
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拾
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げ
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し
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光
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抱
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岸
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を
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介
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か

と
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だ

け

で
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だ

け
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璃

の

海

は

そ

の

日

I

い

つ

も

よ
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０
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介
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を

降
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岸
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の

バ

ケ

ツ

I

鉄

製

の

ト

ン

グ

を

持

ち

ゴ

 

ミ

拾

い

を

し

て

い

る

陽

介

5

 

ゴ

ミ

袋

に

は

ペ

�

ト

ボ

ト

ル

や

お

菓

子

 

の

袋

な

ど

が

溜

ま

�

て

い

る
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陽

介

I

ま

た

一

つ

ゴ
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拾

う

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

岩
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歩

い

て

い

る

陽

介

5

 

ゴ

ミ

を

拾

う

と

い

う

よ

り

I

何

か

を

探

 

し

て

い

る

様

子

5

 

 

 

 

 

 

岩

場

の

隙

間

に

何

か

を

見

つ

け

I

拾

い

 

上

げ

る

5

 

拾

�

た

の

は

茶

色

い

革

製

の

長

財

布

5

 

岩

の

く

ぼ

み

に

で

き

た

水

た

ま

り

で

表

 

面

の

汚

れ

を

洗

い

流

す

5

 

 

陽

介

1

…
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違

う

か
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歩
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介
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ガ

ラ

ケ
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取
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出

し
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誰

か

に

電

話

 

を

か

け

る

5

 

呼

び

出

し

音

が

鳴

り

続

け

る

5

 

携

帯

ア

ナ

ウ

ン

ス

1

お

か

け

に

な

�

た

電

話

は

I

電

源

が

入

�

て

い

な

い

か

I

電

波

の

届

か

な

い

場

所

に

あ

る

た

め

…

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

ナ

レ

m

シ

è

ン

の

途

中

で

電

話

 

を

切

る

5

 

 

陽

介

1

…

-

ど

こ

に

い

る

の

？

0
4

 

 

 

 

 

 

足

元

に

は

空

の

花

瓶

が

置

か

れ

て

い

る

5 

 

８
 

水

産

加

工

工

場
 

駐

車

場

 

  

 

 

 

 

広

い

駐

車

場

に

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

が

 

入

�

て

き

て

駐

車

す

る

5
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陽

介

I

車

か

ら

降

り

I

ト

ミ

タ

水

産

と

 

バ

�

ク

プ

リ

ン

ト

さ

れ

た

白

い

ジ

S

ン

 

パ

m

を

着

て

職

場

に

向

か

う

5

 

 

９
 

釜

石

の

街

並

み
 

実

景

-

夜

0

 

  

 

 

 

 

家

の

灯

り

や

街

灯

I

車

の

ラ

イ

ト

が

 

点

々

と

し

て

い

る

5

 

そ

の

光

は

数

時

間

後

に

は

全

て

消

え

し

 

ま

い

そ

う

5

 

 

1 0 

洋

介

の

ア

パ

m

ト

 

駐

車

場

＋

部

屋

内

 

  

 

 

 

 

陽

介

が

運

転

す

る

軽

ト

ラ

�

ク

が

ア

パ

 

m

ト

の

駐

車

場

に

入

�

て

く

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

車

を

停

め

バ

ケ

ツ

を

持

�

て

部

 

屋

に

入

る

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
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部

屋

内

5

 

風

呂

場

で

バ

ケ

ツ

に

水

を

溜

め

I

そ

の

 

中

で

今

朝

拾

�

た

財

布

を

洗

�

て

い

る

 

陽

介

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

陽

介

I

テ

m

ブ

ル

の

上

に

置

か

れ

た

段

 

ボ

m

ル

箱

を

開

き

I

洗

�

て

乾

か

し

た

 

財

布

を

入

れ

る

5

 

箱

に

は

３

／

３

þ

３

／

９

と

書

か

れ

て

い

る

5

 

新

し

い

段

ボ

m

ル

を

取

り

出

し

I

箱

型

に

組

み

立

て

I

側

面

に

油

性

ペ

ン

で

 

３

／

１

０

þ

３

／

１

６

と

書

く

5

 

 

1 1 

大

学
 

映

画

サ

m

ク

ル

室

-

昼

0
)

十

四

年

前

, 

  

 

 

 

 

映

画

の

企

画

ア

イ

デ

ア

が

び

�

し

り

書

 

か

れ

た

ホ

ワ

イ

ト

ボ

m

ド

の

隅

に

あ

る
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1

３

／

１

０

þ

３

／

１

６

陽

介

釜

石

取

 

材

4

の

文

字

5

 

部

屋

全

体

の

壁

際

に

は

脚

立

や

三

脚

I

 

撮

影

機

材

の

ケ

m

ス

が

立

て

か

け

ら

れ

 
て

お

り

I

机

の

上

に

は

I

Ｄ

Ｖ

Ｄ

や

小

 

説

I

脚

本

な

ど

が

積

み

重

ね

ら

れ

て

い

 

る

5

 

整

理

さ

れ

て

い

な

い

わ

け

で

は

な

い

が

I 

綺

麗

で

は

な

い

5

 

カ

�

プ

ラ

m

メ

ン

に

お

湯

を

注

ぐ

陽

介

5 

タ

イ

マ

m

を

２

分

に

設

定

し

ス

タ

m

ト

 

ボ

タ

ン

を

押

す

5

 

物

が

散

乱

す

る

テ

m

ブ

ル

に

ス

ペ

m

ス
 

を

空

け

ノ

m

ト

Ｐ

Ｃ

を

開

く

5

 

杏

奈

I

リ

N

�

ク

を

背

負

�

て

室

内

に

 

入

�

て

く

る

5

 

 

杏

奈

1

お

つ

か

れ

さ

ま

m

4

 

 

陽

介

1

お

つ

か

れ

m

4

 

 

 

 

 

 

杏

奈

I

ホ

ワ

イ

ト

ボ

m

ド

を

見

る

5

 

 

杏

奈

1

こ

れ

I

な

ん

の

取

材

？

4
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陽

介

I

ホ

ワ

イ

ト

ボ

m

ド

を

見

る

5

 

 

陽

介

1

コ

ン

ペ

に

出

す

小

説

の

取

材

5

映

像

化

も

 

視

野

に

入

れ

て

行

�

て

こ

い

�

て

加

藤

 
先

輩

が

5
4

 

 

杏

奈

1

そ

う

な

ん

だ

5

一

人

で

？

4

 

 

陽

介

1

う

ん

4

 

 

 

 

 

 

数

秒

間

の

沈

黙

5

 

 

杏

奈

1

私

も

行

�

て

い

い

？

4

 

 

陽

介

1

え

…

4

 

 

杏

奈

1

だ

め

？

4

 

 

 

 

 

 

好

意

を

持

�

て

い

る

相

手

か

ら

の

誘

い

 

に

戸

惑

う

陽

介

5

 

一

瞬

下

心

が

芽

生

え

た

が

I

杏

奈

に

悟
 

ら

れ

な

い

よ

う

に

取

材

の

た

め

だ

と

割

 

り

切

り

平

然

を

装

う

5

 

 

陽

介

1

予

定

空

い

て

る

の

？

4

 

 

杏

奈

1

空

け

る

4

 

 

 

 

 

 

笑

顔

の

杏

奈

5

 

 

 

 

 

 

困

惑

で

声

が

出

な

い

陽

介

5

 

 

杏

奈

1

と

り

あ

え

ず

I

メ

ア

ド

交

換

し

よ

う

よ

！
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な

ぜ

か

ま

だ

し

て

な

か

�

た

し

4

 

杏

奈

I

ス

ト

ラ

�

プ

が

付

い

た

白

い

ガ

 

ラ

ケ

m

を

取

り

出

す

5

 
 

陽

介

I

ス

ト

ラ

�

プ

が

気

に

な

る

5

 

 

陽

介

1

な

に

そ

れ

？

4

 

 

杏

奈

1

こ

れ

？

か

め

子

5

か

わ

い

い

で

し

i

！

4

 

 

 

 

 

 

小

さ

な

亀

の

キ

S

ラ

ク

タ

m

の

ス

ト

ラ

 

�

プ

5

 

一

見

シ

ン

プ

ル

に

見

え

る

が

I

表

情

が

 

ム

ン

ク

の

叫

び

の

よ

う

で

可

愛

さ

は

人

 

を

選

ぶ

5

 

 

陽

介

1

…

か

わ

い

い

ね

4

 

 

 

 

 

 

杏

奈

I

驚

い

た

表

情

5

 

 

杏

奈

1

…

4

 

 

陽

介

1

え

…

な

に

？

4

 

 

 

 

 

 

杏

奈

I

急

い

で

リ

N

�

ク

か

ら

筆

箱

を

 

取

り

出

し

I

筆

箱

に

つ

い

た

か

め

子

の

 

ス

ト

ラ

�

プ

を

外

し

陽

介

に

渡

す

5

 

 

杏

奈

1

は

じ

め

て

か

わ

い

い

�

て

言

わ

れ

た

4

 

 

陽

介

1

…

あ

り

が

と

う

4
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苦

笑

い

の

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

笑

顔

の

杏

奈

5

 

 

 

 

 

 

タ

イ

マ

m

が

鳴

る

5

 

 

1 2 

陽

介

の

ア

パ

m

ト
 

部

屋

内

＋

駐

車

場

-

早

朝

0 

  

 

 

 

 

現

在

に

戻

る

5
 

 

 

 

 

 

ア

ラ

m

ム

が

鳴

�

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

ス

マ

ホ

画

面

�

３

月

１

０

日

月

曜

日

 

５

時

０

０

分

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

ネ

イ

ビ

m

の

ウ

イ

ン

ド

ブ

レ

m

カ

m

を

 

着

た

陽

介

が

部

屋

か

ら

出

て

く

る

5

 

荷

台

に

段

ボ

m

ル

箱

と

バ

ケ

ツ

を

置

き

 

運

転

席

に

乗

り

込

む

5

 

 

1 3 

車

内
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運

転

し

て

い

る

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

す

で

に

ラ

イ

ブ

配

信

を

始

め

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

視

聴

者

数

は

０

5

 

	

1 4 

フ

x

ミ

レ

ス
 

-

夜

0

	

)

十

四

年

前

,	

	

 

 

 

 

 

原

稿

用

紙

に

書

か

れ

た

文

章

5

	

 

K

誰

か

と

話

し

た

い

け

れ

ど

I

声

が

出

	

な

い

5
P

	

K

今

日

I

泣

か

ず

に

笑

え

た

5
P

	

K

明

日

が

少

し

怖

い

と

き

が

あ

る

5
P

	

癖

は

あ

る

が

綺

麗

な

字

5

	

深

夜

の

フ

x

ミ

レ

ス

5

店

内

に

は

二

人

	

以

外

の

客

は

二

I

三

人

程

度

5

	

ソ

フ

x

席

に

座

�

て

い

る

杏

奈

5

	

杏

奈

は

玻

璃

の

海

の

原

稿

を

読

ん

で

い

	

る

5

	

陽

介

I

ド

リ

ン

ク

バ

m

で

コ

m

ラ

と

メ

	

ロ

ン

ソ

m

ダ

を

注

い

で

持

�

て

く

る

5
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メ

ロ

ン

ソ

m

ダ

を

杏

奈

の

前

に

置

く

5

	

 

杏

奈

1

玻

璃

�

て

な

に

？

4

	

 

陽

介

1

仏

教

用

語

で

水

晶

の

こ

と

4

	

 

杏

奈

1

へ

�

þ

4

	

 

 

 

 

 

杏

奈

I

原

稿

を

読

み

進

め

る

5

	

 

杏

奈

1

私

こ

の

話

好

き

4

	

 

陽

介

1

ほ

ん

と

？

高

一

の

と

き

に

書

い

た

や

つ

だ

	

か

ら

恥

ず

か

し

い

け

ど

4

	

 

杏

奈
1

今

よ

り

文

章

が

つ

た

な

い

と

こ

ろ

も

好

き

4	

 

陽

介

1

だ

か

ら

恥

ず

か

し

い

�

て

4
	

 

 

 

 

 

微

笑

み

合

う

二

人

5

	

 

陽

介

1

そ

れ

で

I

ほ

ん

と

に

よ

か

�

た

の

？

4
	

 

杏

奈

1

何

が

？

4

	

 

陽

介

1

宿

の

こ

と

4

	

 

杏

奈

1

し

i

う

が

な

い

よ

I

急

だ

�

た

た

し

4

	

 

陽

介

1

で

も

I

付

き

合

�

て

も

い

な

い

の

に

同

じ

	

部

屋

は

ね

…

4

	

 

 

 

 

 

数

秒

の

沈

黙

5

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

鞄

か

ら

ノ

m

ト

Ｐ

Ｃ

を

出

す

5

	

 

陽

介

1

や

�

ぱ

り

も

う

少

し

探

し

て

み

る

よ

5

キ
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S

ン

セ

ル

あ

る

か

も

し

れ

な

い

し

I

多

少

	

遠

く

な

�

て

も

な

ん

と

か

な

…

4

	

 

杏

奈

I

ノ

m

ト

Ｐ

Ｃ

を

閉

じ

よ

う

と

す

	

る

5

	

 

杏

奈

1

探

し

て

欲

し

く

な

い

…

か

も

4

	

 

 

 

 

 

沈

黙

5

	

	

1 5 

浪

板

海

岸

	

	 

 

 

 

 

現

在

に

戻

る

5

	

 

 

 

 

 

誰

も

い

な

い

海

岸

5

	

 

 

 

 

 

曇

天

の

下

に

広

が

�

た

海

は

玻

璃

の

海

	

と

は

程

遠

い

5

	

ゴ

ミ

拾

い

を

し

な

が

ら

海

岸

を

歩

い

て

	

い

る

陽

介

5

	

昨

日

よ

り

ゴ

ミ

の

量

は

少

な

い

5

	

	×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

突

堤

の

先

に

立

�

て

い

る

陽

介

5
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ガ

ラ

ケ

m

を

耳

に

当

て

て

い

る

5

	

数

秒

後

I

何

も

言

わ

ず

ポ

ケ

�

ト

に

し

	

ま

う

5

	

足

元

に

置

か

れ

た

バ

ケ

ツ

の

中

に

は

何

	
も

入

�

て

い

な

い

5

	

1 6 

警

察

署
 

落

と

し

物

窓

口

-

朝

0

	

	 

 

 

 

 

落

と

し

物

と

書

か

れ

た

吊

り

看

板

5

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

３

／

３

þ

３

／

９

と

側

面

に

書

 

か

れ

た

段

ボ

m

ル

箱

を

窓

口

で

渡

す

5

 

 

1 7 

釜

石

の

街

並

み

＋

車

内

 

  

 

 

 

 

釜

石

の

街

を

陽

介

が

運

転

す

る

軽

ト

ラ

 

�

ク

が

走

�

て

い

る

5

 

ま

�

す

ぐ

伸

び

る

道

路

5

そ

の

両

脇

に

 

は

立

て

直

さ

れ

た

家

々

I

再

整

備

さ

れ

 

た

商

店

街

I

学

校

5

か

つ

て

の

街

並

み

 

を

知

ら

な

け

れ

ば

I

こ

こ

に

津

波

が

押

 

し

寄

せ

た

こ

と

な

ど

想

像

も

つ

か

な

い

5 
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ラ

ジ

オ

1

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

5

三

月

十

日

月

 

曜

日

I

午

前

九

時

を

回

り

ま

し

た

5

今

 

日

は

こ

の

話

題

か

ら

…

4

 

だ

が

I

目

を

凝

ら

せ

ば

見

え

て

く

る

5

 
防

波

堤

は

空

を

切

り

取

る

よ

う

に

高

く

I

海

の

気

配

を

遮

�

て

い

る

5

 

空

き

地

の

一

角

I

草

む

ら

に

沈

む

古

い

 

基

礎

の

跡

5

使

わ

れ

な

く

な

�

た

階

段

 

が

行

き

場

の

な

い

ま

ま

残

さ

れ

て

い

る

5 

 

ラ

ジ

オ

1

明

日

で

東

日

本

大

震

災

か

ら

十

四

年

5

 

も

う

十

四

年

と

い

う

人

も

い

れ

ば

I

ま

 

だ

十

四

年

と

感

じ

る

人

も

い

る

で

し

i

 

う

4

 

慰

霊

碑

の

周

り

に

は

今

も

新

し

い

花

が

 

供

え

ら

れ

I

足

を

止

め

る

人

の

姿

が

あ

 

る

5

 

 

ラ

ジ

オ

1

今

日

は

I

あ

の

日

を

経

験

し

た

方

か

ら

 

届

い

た

声

を

お

届

け

し

た

い

と

思

い

ま

 

す

5

 

ど

う

か

I

い

つ

も

よ

り

少

し

だ

け

耳

を
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傾

け

て

い

た

だ

け

た

ら

嬉

し

い

で

す

4

 

車

内

5

 

運

転

を

す

る

陽

介

5

 

 

陽

介

1

…
4

 

 

1 8 

三

陸

鉄

道

リ

ア

ス

線
 

電

車

内

-

朝

0

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)

十

四

年

前

,

	

 

陽

介

と

杏

奈

以

外

は

誰

も

乗

�

て

い

な

 

い

5

 

陽

介

は

取

材

用

に

オ

フ

Å

ス

カ

ジ

N

ア

 

ル

な

服

装

I

首

か

ら

一

眼

レ

フ

カ

メ

ラ

 

を

下

げ

て

い

る

5

 

杏

奈

は

青

の

ワ

ン

ピ

m

ス

を

着

て

い

て

 

旅

行

気

分

5

 

車

窓

か

ら

海

が

見

え

て

く

る

5

 

杏

奈

I

車

窓

か

ら

海

を

眺

め

る

5

 

陽

介

I
カ

メ

ラ

を

構

え

杏

奈

の

写

真

を

撮

 

る

5
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1 9 

釜

石

市

内

の

ホ

テ

ル
 

入

り

口

)

十

四

年

前

,

 

  

 

 

 

 

荷

物

を

置

き

I

ホ

テ

ル

か

ら

出

て

く

る

 

陽

介

と

杏

奈

 

 

 

陽

介

1

じ

ª

あ

I

俺

ア

ポ

取

�

て

る

か

ら

I

終

 

わ

�

た

ら

合

流

ね

4

 

 

杏

奈

1

う

ん

4

 

 

陽

介

1

行

く

場

所

決

め

て

る

の

？

4

 

 

杏

奈

1

と

り

あ

え

ず

街

を

探

索

し

て

I

海

岸

散

歩

 

し

よ

う

か

な

4

 

 

陽

介

1

わ

か

�

た

5

じ

ª

あ

I

ま

た

あ

と

で

4
 

 

 

 

 

 

反

対

方

向

に

歩

い

て

い

く

二

人

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

立

ち

止

ま

�

て

振

り

返

り

I

カ

	

メ

ラ

を

構

え

る

5

	

遠

ざ

か

�

て

い

く

杏

奈

の

後

ろ

姿

5

	

陽

介

I

シ

S

�

タ

m

を

切

る

5

	

	

2 0 

高

台

の

空

き

地
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現

在

に

戻

る

5

	

 

 

 

 

 

曇

天

の

下

に

広

が

る

釜

石

の

街

が

一

望

	

で

き

る

5

	

軽

ト

ラ

�

ク

の

荷

台

に

座

り

I

コ

ン

ビ

	
ニ

お

に

ぎ

り

を

食

べ

て

い

る

陽

介

5

	

喉

に

詰

ま

り

急

い

で

ペ

�

ト

ボ

ト

ル

の

	

お

茶

を

飲

む

5
	

陽

介

I
息

を

整

え

I
荷

台

に

寝

転

が

る

5

	

曇

天

が

広

が

�

て

い

る

5

	

 

陽

介

1

…

4

	

	

2 1 

浪

板

海

岸

-

昼

0
)

三

年

前

,

	

	 

 

 

 

 

曇

天

5

	

 

 

 

 

 

仰

向

け

で

海

に

浮

か

ん

で

い

る

陽

介

5

	

 

 

 

 

 

服

も

髪

も

乱

れ

て

い

る

5

	

 

 

 

 

 

海

水

で

濡

れ

て

分

か

り

づ

ら

い

が

I

泣

	

い

た

跡

が

顔

に

残

�

て

い

る

5

	

		



 28 

2 2 

都

内
 

陽

介

の

ア

パ

m

ト

-

夜

0
)

三

年

前

,

	

	 

 

 

 

 

ワ

イ

シ

S

ツ

を

着

た

ま

ま

コ

ン

ビ

ニ

弁

	

当

を

食

べ

て

い

る

陽

介

5

	
ス

マ

ホ

で

ネ

�

ト

ニ

N

m

ス

を

見

る

5

	

芸

能

人

の

不

倫

I

議

員

の

汚

職

I

コ

ロ

	

ナ

の

累

計

感

染

者

の

推

移

な

ど

の

ニ

N

	

m

ス

が

多

く

あ

る

が

気

に

留

め

な

い

5

	

あ

る

記

事

で

陽

介

の

手

が

止

ま

る

5

	

ス

マ

ホ

画

面

�

岩

手

県

浪

板

海

岸

	

震

災

	

か

ら

十

二

年

ぶ

り

の

海

開

き

	

 

陽

介

1

…

4

	

	

2 3 

陽

介

の

職

場

)

三

年

前

,

	

	 

 

 

 

 

陽

介

I

上

司

に

辞

表

を

出

す

5

	

	

2 4 

三

陸

鉄

道

リ

ア

ス

線
 

電

車

内

-

朝

0)

三

年

前

,	

	 

 

 

 

 

陽

介

以

外

は

誰

も

乗

�

て

い

な

い

5
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車

窓

か

ら

海

が

見

え

て

く

る

5

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

首

か

ら

下

げ

た

一

眼

レ

フ

カ

メ

	

ラ

を

構

え

る

5

	

誰

も

い

な

い

座

席

と

車

窓

が

入

る

画

角

5	
海

も

写

�

て

お

ら

ず

決

ま

り

が

悪

い

5

	

陽

介

I

シ

S

�

タ

m

を

切

る

5

	

	

2 5 

浪

板

海

岸

)

三

年

前

,

	

	 

 

 

 

 

曇

天

の

下

に

広

が

る

海

辺

に

佇

む

陽

介

5	

 

 

 

 

 

陽

介

以

外

は

誰

も

い

な

い

5

	

津

波

の

被

害

を

受

け

た

と

は

思

え

な

い

 

ほ

ど

穏

や

か

で

I

静

か

に

寄

せ

て

は

返
 

す

波

の

音

だ

け

が

辺

り

に

響

い

て

い

る

5 

波

が

つ

ま

先

ま

で

押

し

寄

せ

る

5

	

 

陽

介

1

…

4

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

涙

が

溢

れ

出

し

て

く

る

5

	

 

 

 

 

 

止

め

よ

う

と

す

る

が

I

止

ま

ら

な

い

5

	

 

 

 

 

 

そ

の

場

に

う

ず

く

ま

る

陽

介

5

	

 

 

 

 

 

次

の

瞬

間

I

せ

き

を

切

�

た

よ

う

に
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海

に

向

か

�

て

走

り

出

す

5

	

泣

き

な

が

ら

I

た

だ

自

分

の

想

い

を

海

	

に

ぶ

つ

け

る

5

	

こ

ん

な

こ

と

を

し

て

も

I

何

も

意

味

が

	
な

い

こ

と

を

理

解

し

な

が

ら

も

感

情

に

	

身

を

任

せ

る

5

	

穏

や

か

な

空

間

に

I

陽

介

の

声

が

響

き

	

渡

る

5

	

	

2 6 

陽

介

の

ア

パ

m

ト
 

部

屋

内

-

早

朝

0

	

	 

 

 

 

 

現

在

に

戻

る

5

	

 

 

 

 

 

ア

ラ

m

ム

が

鳴

る

5

	

ス

マ

ホ

画

面

・

３

月

１

１

日

 

火

曜

日

 

５

�

０

０

 

陽

介

I

す

ぐ

に

目

を

覚

ま

し

ア

ラ

m

ム

 

を

止

め

る

5

 

 

2 7 

車

内
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運

転

席

に

乗

り

込

む

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

ス

マ

ホ

を

ホ

ル

ダ

m

に

設

置

し

ラ

イ

ブ

配

信

を

開

始

す

る

5

 

そ

の

瞬

間

I

視

聴

者

数

の

欄

に

１

と

表

 
示

さ

れ

る

5

 

初

め

て

の

視

聴

者

に

驚

き

を

隠

せ

な

い

 

陽

介

5

 

呼

吸

を

整

え

I

普

段

通

り

を

装

う

5

 

 

陽

介

1

玻

璃

の

海

4

 

 

 

 

 

 

軽

ト

ラ

�

ク

を

発

進

さ

せ

る

5

 

	

2 8 

閑

静

な

商

店

街

＋

車

内

	

	 

 

 

 

 

シ

S

�

タ

m

が

閉

ま

�

た

商

店

街

を

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

が

進

ん

で

い

く

5

	

 

 

 

 

 

車

内

5

	

運

転

し

て

い

る

陽

介

5

	

視

聴

者

数

１

5
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2 9 

開

け

た

道

＋

車

内

	

	 

 

 

 

 

交

差

点

5

赤

信

号

で

軽

ト

ラ

�

ク

が

止

	

ま

�

て

い

る

5

	
車

内

5
	

陽

介

I

ス

マ

ホ

画

面

を

見

る

5

 

視

聴

者

数

１

5
	

 

 

 

 

 

信

号

が

青

に

変

わ

る

5

	

 

3 0 

浪

板

海

岸

	

	 

 

 

 

 

陽

介

I

海

岸

沿

い

の

道

路

に

車

を

寄

せ

	

て

停

車

す

る

5

	

 

 

 

 

 

エ

ン

ジ

ン

を

止

め

て

I

シ

m

ト

ベ

ル

ト

	

を

外

す

5

	

視

聴

者

数

は

１

の

ま

ま

5

	

陽

介

I

配

信

を

止

め

ず

に

ス

マ

ホ

を

持

	

�

た

ま

ま

車

を

降

り

る

5

	

 

 

 

 

 

左

手

に

バ

ケ

ツ

I

右

手

に

ス

マ

ホ

を

持

	

ち

I
海

に

向

か

�

て

歩

い

て

い

る

陽

介

5	
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配

信

は

ま

だ

続

い

て

お

り

I

海

の

映

像

	

が

流

れ

て

い

る

5

	

視

聴

者

数

は

１

の

ま

ま

5

	

最

初

は

杏

奈

が

聞

い

て

く

れ

て

い

る

の

	
で

は

な

い

か

と

い

う

期

待

が

あ

�

た

が

I	

コ

メ

ン

ト

が

な

い

こ

と

か

ら

杏

奈

で

は

	

な

い

こ

と

を

察

し

て

い

る

陽

介

5

	

 

 

 

 

 

深

呼

吸

を

す

る

5
	

陽

介

I

配

信

を

止

め

よ

う

と

す

る

5

	

 

遥

の

声

1

あ

の

！

4

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

背

後

か

ら

の

呼

び

か

け

に

振

り

	

返

る

5

	

息

を

荒

げ

て

い

る

滝

本

遥

-

た

き

も

と
 

は

る

か

0

	

 

遥

1

こ

れ

I

お

兄

さ

ん

で

し

i

？

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

ス

マ

ホ

の

ラ

イ

ブ

配

信

画

面

を

見

	

せ

る

5

そ

れ

は

陽

介

の

配

信

画

面

と

同

	

じ

5

	

視

聴

者

数

は

一

人

の

ま

ま

5

	

 

遥

1

滝

本

遥

と

い

い

ま

す

5

な

ん

か

い

て

も

立

�
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て

も

い

ら

れ

な

く

て

…

4

	

 

陽

介

1

…

4

	

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

の

横

に

乗

り

捨

て

	

ら

れ

た

自

転

車

5

ス

タ

ン

ド

を

立

て

て

	
お

ら

ず

倒

れ

た

状

態

に

な

�

て

い

る

5

	

	×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

海

岸

を

歩

く

二

人

5

 

陽

介

が

ゴ

ミ

袋

を

持

�

て

い

て

I

遥

が

 

ト

ン

グ

を

持

�

て

い

る

5

 

 

遥

1

あ

の

配

信

い

つ

か

ら

や

�

て

る

の

？

4
 

 

陽

介

1

三

年

前

か

な

4

 

 

遥

1

毎

日

？

4

 

 

陽

介

1

う

ん

4

 

 

遥

1

ど

う

し

て

？

4

 

 

陽

介

1

会

い

た

い

人

が

い

る

か

ら

4

 

 

遥

1

元

カ

ノ

と

か

？

4

 

 

陽

介

1

残

念

な

が

ら

4

 

 

遥

1

そ

う

な

ん

だ

4
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陽

介

1

な

ん

で

こ

こ

�

て

分

か

�

た

の

？

4

 

 

遥

1

い

つ

も

通

る

道

だ

か

ら

4

 

 

陽

介

1

な

ん

で

来

た

の

？

4

 

 

遥

1

分

か

ん

な

い

5

気

づ

い

た

ら

自

転

車

漕

い

で

 

た

4

 

 

×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

  

 

突

堤

の

先

に

立

つ

二

人

5

 

 

 

陽

介

I

ガ

ラ

ケ

m

を

耳

に

当

て

る

5

 

 

携

帯

ア

ナ

ウ

ン

ス

1

お

か

け

に

な

�

た

電

話

は

 

電

源

が

入

�

て

い

な

い

か

I 

電

波

の

届

か

な

い

場

所

に

 

あ

る

た

め

…

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

電

話

切

る

5

 

 

遥

1

会

い

た

い

人

に

か

け

て

る

の

？

4

 

 

陽

介

1

う

ん

I

繋

が

�

た

こ

と

な

い

け

ど

ね

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

そ

の

場

に

座

る

5

 

 

 

 

 

 

遥

I

陽

介

の

隣

に

座

る

5

 

 

遥

1

こ

の

花

瓶

は

？

4

 



 36 

 

 

 

 

 

二

人

の

間

に

置

か

れ

た

空

の

花

瓶

5

 

 

陽

介

1

さ

+

5

ず

�

と

こ

こ

に

あ

る

け

ど

誰

が

何

 

の

た

め

に

置

い

た

の

か

5

け

ど

I

動

か

し

 
ち

ª

ダ

メ

な

気

が

し

て

4

 

 

 

 

 

 

数

秒

間

の

沈

黙

5

 

 

遥

1

私

I

学

校

行

�

て

な

い

ん

だ

よ

ね

4

 

 

陽

介

1

理

由

聞

い

て

も

い

い

？

4

 

 

遥

1

ク

ラ

ス

で

色

々

あ

�

て

4

 

 

陽

介

1

そ

�

か

5

誰

か

に

相

談

で

き

て

る

？

4

 

 

遥

1

相

談

と

か

苦

手

で

さ

…

親

は

話

し

た

く

な

 

�

た

ら

話

し

て

く

れ

れ

ば

い

い

�

て

5

配

信

 

で

お

兄

さ

ん

の

話

聞

い

て

た

ら

さ

I

私

の

思

 

い

も

誰

か

に

届

く

か

な

�

て

思

�

た

ん

だ

 

よ

ね

4

 

 

陽

介

1

届

く

よ

5

俺

に

は

も

う

届

い

て

る

4

 

 

×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

 

 

 

 

 

倒

れ

た

自

転

車

を

起

こ

す

遥

5

 

 

 

 

 

 

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

ろ

う

と

と

す

る

陽

介

5 
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遥

1

ね

�

I

明

日

も

来

る

？

4

 

 

 

 

 

 

数

秒

間

の

沈

黙

5

 

 

陽

介

1

今

日

で

最

後

な

ん

だ

よ

5

前

々

か

ら

そ

う

 
決

め

て

た

4

 

 

遥
1

じ

ª

あ

I
お

兄

さ

ん

の

思

い

は

ど

う

な

る

の

？

4 

 

 

 

 

 

陽

介

I

何

も

答

え

ら

れ

な

い

5

 

 

遥

1

私

I

明

日

も

来

る

か

ら

4

 

 

陽

介

1

…

4

 

 

3 1 

陽

介

の

ア

パ

m

ト
 

部

屋

内

-

早

朝

0

	

	 

 

 

 

 

ア

ラ

m

ム

が

鳴

る

5

	

ス

マ

ホ

画

面

・

３

月

１

２

日

 

水

曜

日
 

５

�

０

０

 

陽

介

I

ア

ラ

m

ム

を

止

め

て

ゆ

�

く

り

起

き

上

が

る

5

 

 

陽

介

1

…

4

 

 

3 2 

車

内
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運

転

し

て

い

る

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

ス

マ

ホ

は

財

布

と

一

緒

に

助

手

席

に

置

 

か

れ

て

い

る

5

 

 

3 3 

浪

板

海

岸

 

  

 

 

 

 

辺

り

を

見

渡

す

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

遠

く

に

見

え

る

突

堤

の

先

に

遥

が

立

�

 

て

い

る

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

突

堤

5

 

空

の

花

瓶

の

横

に

立

つ

遥

5

 

陽

介

I

背

後

か

ら

話

し

か

け

る

5

 

 

陽

介

1

お

は

よ

4

 

 

 

 

 

 

遥

I

振

り

返

る

5

 

 

遥

1

来

な

い

と

思

�

た

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

遥

の

横

に

立

つ

5

 

 

 

 

 

 

数

秒

間

の

沈

黙

5
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遥

1

電

話

し

な

い

の

？

4

 

 

陽

介

1

携

帯

持

�

て

き

て

な

い

4

 

 

遥

1

そ

�

か

4

 

 

 

 

 

 

数

秒

間

の

沈

黙

5

 

 

遥

1

か

け

た

方

が

い

い

と

思

う

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

迷

い

な

が

ら

も

ポ

ケ

�

ト

か

ら

 

ガ

ラ

ケ

m

を

取

り

出

す

5

 

杏

奈

に

電

話

を

か

け

耳

に

当

て

る

5

 

呼

び

出

し

音

が

鳴

る

5
 

黙

�

て

横

に

立

ち

続

け

る

遥

5

 

呼

び

出

し

音

が

鳴

り

続

け

て

い

る

5

 

陽

介

I

繋

が

ら

な

い

と

き

の

ア

ナ

ウ

ン

 

ス

が

流

れ

る

タ

イ

ミ

ン

グ

を

分

か

�

て
 

い

る

た

め

既

に

諦

め

た

様

子

5

 

呼

び

出

し

音

が

途

切

れ

る

5

 

陽

介

I

驚

き

動

揺

し

た

表

情

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

急

い

で

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

り

込

も

う

と

 

す

る

陽

介

5
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後

を

追

い

か

け

て

く

る

遥

5

 

 

遥

1

待

�

て

！

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

振

り

返

る

5

 

 

遥

1

私

も

行

く

！

4

 

 

陽

介

1

い

や

I

そ

れ

誘

拐

だ

か

ら

！

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

り

込

み

エ

ン

 

ジ

ン

を

か

け

る

5

 

遥

I

自

分

の

自

転

車

を

軽

ト

ラ

�

ク

の

 

前

に

移

動

さ

せ

行

く

手

を

阻

む

5

 

陽

介

I

窓

を

開

け

る

5

 

 

陽

介

1

ち

i

�

と

！

4

 

 

遥
1

私

が

電

話

か

け

た

方

が

い

い

�

て

言

�

た

！

4 

 

陽

介

1

…

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

軽

ト

ラ

�

ク

を

降

り

I

遥

の

自

 

転

車

を

荷

台

に

積

む

5

 

 

陽

介

1

乗

�

て

4

 

 

 

 

 

 

笑

顔

の

遥

I

助

手

席

に

乗

り

込

む

5

 

 

3 4 

車

内

 

 



 41 

 

 

 

 

 

ワ

ク

ワ

ク

し

た

様

子

の

遥

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

運

転

席

に

乗

り

込

む

5

 

 

陽

介

1

家

ど

こ

？

4

 

 

遥

1

え

？

4
 

 

陽

介

1

許

可

も

ら

い

に

行

く

よ

5

ダ

メ

だ

�

た

ら

 

諦

め

て

4

 

 

遥

1

…

わ

か

�

た

4

 

 

3 5 

海

沿

い

の

道

＋

車

内

 

  

 

 

 

 

海

沿

い

の

道

を

走

る

軽

ト

ラ

�

ク

5

 

 

 

 

 

 

荷

台

に

積

ん

だ

自

転

車

が

な

く

な

�
 

て

い

る

5

 

車

内

5

 

 

 

 

 

 

困

�

た

表

情

の

陽

介

I

助

手

席

を

チ

ラ

 

�

と

見

る

5

 

ワ

ク

ワ

ク

し

た

様

子

の

遥

5

 

 

遥

1

成

長

の

き

�

か

け

を

見

逃

す

な

！

こ

れ

う

ち

 

の

家

訓

ね

4

 

 

陽

介

1

素

敵

な

お

母

さ

ん

だ

ね

4
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3 6 

自

動

販

売

機

前

 

  

 

 

 

 

自

動

販

売

機

の

前

に

軽

ト

ラ

�

ク

が

停

 

ま

�

て

い

る

5

 
陽

介

I

買

�

た

お

茶

を

助

手

席

の

窓

か

 

ら

遥

に

渡

す

5

 

 

遥

1

あ

り

が

と

う

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

自

分

の

分

に

買

�

た

コ

m

ヒ

m

 

を

飲

む

5

 

 

陽

介

1

朝

ご

は

ん

食

べ

た

？

4

 

 

遥

1

ま

だ

4

 

 

陽

介

1

…

-

じ

ª

あ

行

く

か

0
4

 

 

3 7 

ラ

m

メ

ン

屋

 

店

内

 

  

 

 

 

 

卓

上

に

塩

ラ

m

メ

ン

が

置

か

れ

る

5

 

 

 

 

 

 

カ

ウ

ン

タ

m

席

に

並

ん

で

座

�

て

い

る

 

陽

介

と

遥

I

無

言

で

ラ

m

メ

ン

を

食

べ

 

続

け

る

5
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3 8 

三

陸

沿

岸

道

路

＋

車

内

 

  

 

 

 

 

ま

�

す

ぐ

伸

び

る

開

け

た

道

を

陽

介

が

 

運

転

す

る

軽

ト

ラ

�

ク

が

走

�

て

い

る

5 
車

内

5
 

運

転

し

て

い

る

陽

介

5

 

助

手

席

で

眠

�

て

い

る

遥

5

 

 

3 9 

宮

城

県

 

気

仙

沼

市

 

車

内

-

昼

0

 

  

 

 

 

 

車

内

5

 

 

 

 

 

 

運

転

し

て

い

る

陽

介

I

フ

ロ

ン

ト

ガ

ラ

 

ス

上

部

に

目

線

を

向

け

る

5

 

気

仙

沼

市

の

カ

ン

ト

リ

m

サ

イ

ン

5

 

 

4 0 

気

仙

沼

市
 

市

街

地

 

  

 

 

 

 

市

街

地

を

軽

ト

ラ

�

ク

が

走

り

抜

け

る

5 
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4 1 

旧

本

吉

郡

(

も

と

よ

し

ぐ

ん

)
 

沿

岸

 

  

 

 

 

 

海

沿

い

の

道

を

軽

ト

ラ

�

ク

が

走

り

抜

 

け

る

5

 
遥

I

窓

を

開

け

海

風

を

浴

び

る

5

 

 

4 2 

カ

フ

É

 

あ

る

ば

む
 

駐

車

場

＋

店

内

 

  

 

 

 

 

駐

車

場

に

軽

ト

ラ

�

ク

が

停

ま

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

と

遥

I
車

か

ら

降

り

店

内

に

入

る

5 

 

 

 

 

 

扉

に

は

I

あ

る

ば

む

と

書

か

れ

た

看

板

 

が

吊

る

さ

れ

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

店

内

5

 

 

 

 

 

 

窓

際

に

テ

m

ブ

ル

席

が

三

つ

I

カ

ウ

ン

 

タ

m

席

は

五

つ

あ

り

中

で

は

江

藤

和

義

 

-

え

と

う

か

ず

よ

し

0

が

ハ

ン

ド

ド

リ

 

�

プ

を

続

け

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

と

遥

I

店

内

に

入

�

て

く

る

5

 

 

和

義

1

い

ら

�

し

ª

い

ま

せ

4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

軽

く

会

釈

を

す

る

5
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陽

介

1

先

ほ

ど

電

話

し

た

成

瀬

で

す

4

 

 

 

 

 

 

和

義

I
ほ

�

と

し

た

表

情

を

浮

か

べ

る

5 

 

×
 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

 

 

 

 

 

店

内

の

奥

ま

�

た

場

所

に

並

べ

ら

れ

た

 

壊

れ

た

腕

時

計

I

劣

化

し

た

カ

バ

ン

や

 

リ

N

�

ク

サ

�

ク

I

ハ

ン

ガ

m

ラ

�

ク

 

に

は

ジ

S

ン

パ

m

や

帽

子

が

か

け

ら

れ

 

て

い

る

5

 

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

や

ク

リ

m

ニ

ン

グ

は

さ

 

れ

て

い

る

が

I

使

え

る

状

態

と

は

言

え

 

な

い

5

 

物

色

す

る

陽

介

と

遥

5

 

和

義

I

店

奥

か

ら

や

�

て

く

る

5

 

 

和

義

1

自

治

体

と

協

力

し

て

津

波

漂

流

物

の

可

能

 

性

が

あ

る

も

の

を

回

収

し

て

い

る

ん

で

 

す

4

 

遥

I

腕

時

計

を

見

る

5

 

時

間

が

１

５

時

１

６

分

で

止

ま

�

て

い
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る

5

 

 

和

義

1

私

た

ち

は

“

思

い

出

の

品

”

と

呼

ん

で

い

 

ま

す

4

 
 

和

義

I

ガ

ラ

ケ

m

を

取

り

出

し

I

陽

介

 
に

渡

す

5

 

 

和

義

1

確

認

し

て

く

だ

さ

い

4

 

 

 

 

 

 

傷

だ

ら

け

の

白

い

ガ

ラ

ケ

m

5

 

 

 

 

 

 

塗

装

は

剥

げ

て

い

る

が

I

か

め

子

の

フ

 

g

ル

ム

を

し

た

ス

ト

ラ

�

プ

が

つ

い

て

 

い

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

感

情

が

溢

れ

る

5

し

か

し

I

涙

 

は

流

さ

な

い

5

 

 

陽

介

1

間

違

い

あ

り

ま

せ

ん

4

 

 

和

義

1

よ

か

�

た

5

先

月

見

つ

か

�

て

ね

I

ダ

メ

 

も

と

で

修

理

に

出

し

た

ら

奇

跡

的

に

デ

 

m

タ

が

戻

�

た

ん

だ

よ

4

 

 

陽

介

1

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

4

 

 

和

義

1

私

の

方

こ

そ

5

私

も

妻

と

息

子

が

行

方

不

 

明

の

ま

ま

で

ね

5

だ

け

ど

I

こ

う

や

�

て

 

思

い

出

の

品

が

あ

る

べ

き

と

こ

ろ

に

戻
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る

こ

と

で

諦

め

ず

に

い

ら

れ

る

5

だ

か

ら

I

私

の

方

こ

そ

あ

り

が

と

う

4

 

 

 

 

 

 

黙

�

て

二

人

の

話

を

聞

い

て

い

る

遥

5

 

 

和

義

1

遥

さ

ん

は

今

お

い

く

つ

？

4

 

 

遥

1

１

６

で

す

4
 

 

和

義

1

そ

�

か

5

じ

ª

あ

震

災

の

こ

と

は

あ

ま

り

 

覚

え

て

な

い

か

な

？

4

 

 

遥

1

は

い

4

 

 

和

義

1

人

に

は

誰

し

も

必

ず

居

場

所

が

あ

る

5

何

 

年

か

か

�

た

と

し

て

も

必

ず

そ

こ

へ

辿

 

り

着

け

る

5

諦

め

な

け

れ

ば

ね

4
 

 

遥

1

…

4

 

 

和

義

1

お

じ

さ

ん

の

た

だ

の

小

言

で

し

た

-

笑

0
4 

 

遥

1

…

4

 

 

×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

 

 

 

 

 

 

駐

車

場

5

 

 

 

 

 

 

 

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

り

も

込

も

う

と

す

 

る

陽

介

と

遥

5
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見

送

る

和

義

5

 

 

陽

介

1

あ

の

I

自

分

が

拾

�

た

物

も

こ

こ

に

持

�

 

て

き

て

も

い

い

で

す

か

？

4

 

 

和

義

1

も

ち

ろ

ん

5

待

�

て

る

よ

4

 

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

深

く

頭

を

下

げ

る

5

 

 

4 3 

車

内

 

  

 

 

 

 

運

転

す

る

陽

介

5

 

 

 

 

 

 

窓

を

開

け

海

風

を

浴

び

る

遥

5

 

 

遥

1

見

つ

か

�

て

よ

か

�

た

ね

4

 

 

陽

介

1

う

ん

4

 

 

 

 

 

 

海

沿

い

の

道

を

軽

ト

ラ

�

ク

が

走

り

抜
 

け

る

5

 

 

遥

1

泣

い

た

り

し

な

い

ん

だ

ね

4

 

 

陽

介

1

大

人

だ

か

ら

4

 

 

 

 

 

 

遥

I

微

笑

む

5

 

 

4 4 

遥

の

自

宅

前
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軽

ト

ラ

�

ク

が

停

ま

�

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

遥

I

軽

ト

ラ

�

ク

か

ら

降

り

る

5

 

 

 

 

 

 

軽

ト

ラ

�

ク

が

発

進

す

る

5

 

 

4 5 

陽

介

の

ア

パ

m

ト

 

駐

車

場

＋

部

屋

内

 

  

 

 

 

 

駐

車

場

に

軽

ト

ラ

�

ク

が

停

ま

る

5

 

 

 

 

 

 

部

屋

内

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

寝

室

に

置

い

て

あ

る

カ

ラ

m

ボ

 

�

ク

ス

の

上

に

三

陸

鉄

道

内

で

撮

�

た

 

杏

奈

の

写

真

を

立

て

か

け

る

5
 

杏

奈

の

ガ

ラ

ケ

m

を

取

り

出

し

て

開

く

5 

突

堤

の

先

に

置

か

れ

た

花

瓶

に

I

五

本
 

の

マ

m

ガ

レ

�

ト

が

飾

ら

れ

た

写

真

が

 

待

ち

受

け

に

な

�

て

い

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

静

か

に

驚

き

写

真

フ

g

ル

ダ

を

 

開

く

5

 

太

陽

に

照

ら

さ

れ

I

光

り

輝

く

浪

板

海

 

岸

の

写

真

5

 

砂

浜

に

描

か

れ

た

か

め

子

の

写

真

5
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活

気

あ

ふ

れ

る

商

店

街

の

写

真

5

 

商

店

街

の

肉

屋

で

買

�

た

で

あ

ろ

う

コ

 

ロ

�

ケ

の

写

真

5

 

釜

石

駅

の

写

真

5

 
杏

奈

が

映

�

て

い

る

動

画

5

 

 

陽

介

1

…

-

動

画

だ

0
4

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

動

画

を

再

生

す

る

5

 

 

 

 

 

 

三

陸

鉄

道

に

乗

�

て

い

る

杏

奈

5

 

 

杏

奈

1

私

は

今

I

岩

手

県

釜

石

市

に

来

て

ま

す

5

 

あ

�

I

ま

だ

着

い

て

な

い

か

5

も

う

少

し

 

で

着

き

ま

m

す

4

 

 

4 6 

三

陸

鉄

道

リ

ア

ス

線
 

電

車

内

-

朝

0

	

)

十

四

年

前

,	

	 

 

 

 

 

車

内

を

歩

き

な

が

ら

動

画

を

撮

�

て

い

	

る

杏

奈

5

	

カ

メ

ラ

を

外

側

に

向

け

車

内

を

見

せ

る

5	

 

杏

奈

1

電

車

も

か

わ

い

い

で

m

す

4

	

カ

メ

ラ

を

車

窓

に

向

け

る

5
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杏

奈

1

景

色

も

最

高

で

I

も

う

少

し

で

海

が

	

見

え

て

く

る

�

て

言

�

て

ま

し

た

4

	

杏

奈

I

陽

介

の

目

の

前

の

席

に

座

り

陽

介

	
を

撮

る

5

	

眠

�

て

い

る

陽

介

5

	

	

4 7 

陽

介

の

ア

パ

m

ト

 

部

屋

内

 

  

 

 

 

 

現

在

に

戻

�

て

5

 

 

 

 

 

 

動

画

を

見

て

い

る

陽

介

5
 

 

動

画

の

杏

奈

1

私

の

大

好

き

な

人

で

す

5

早

く

告

 

�

て

こ

い

！

チ

S

ン

ス

作

�

て

る

 

ぞ

！

4

 

 

 

 

 

 

動

画

が

終

わ

る

5

 

 

 

 

 

 

陽

介

I

涙

が

溢

れ

出

す

5

 

 

 

 

 

 

歯

を

食

い

し

ば

り

I
声

を

押

し

殺

す

が

I 

静

か

な

部

屋

に

涙

の

音

が

響

く

5

 

 

4 8 

浪

板

海

岸

-

早

朝

0
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誰

も

い

な

い

海

岸

5

 

津

波

の

被

害

を

受

け

た

と

は

思

え

な

い

 

ほ

ど

穏

や

か

で

I

静

か

に

寄

せ

て

は

返

す

波

の

音

だ

け

が

辺

り

に

響

い

て

い

る

5 
晴

れ

た

空

の

下

に

広

が

る

海

面

は

I

太

陽

に

照

ら

さ

れ

て

光

り

輝

い

て

い

る

5

 

 

4 9 

陽

介

の

ア

パ

m

ト

 

部

屋

内

＋

駐

車

場

 

  

 

 

 

 

ア

ラ

m

ム

が

鳴

る

5

 

ス

マ

ホ

画

面

・

３

月

２

４

日

 
月

曜

日

 

５

�

０

０

 

陽

介

I

す

ぐ

に

目

を

覚

ま

し

ア

ラ

m

ム
 

を

止

め

る

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

片

手

鍋

に

火

が

つ

く

5

 

陽

介

I

魚

焼

き

グ

リ

ル

を

開

け

焼

き

鮭

 

を

皿

に

盛

る

5
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冷

蔵

庫

か

ら

豆

腐

を

取

り

出

し

冷

奴

を

 

作

る

5

 

 ×
 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

テ

m

ブ

ル

に

置

か

れ

た

焼

き

鮭

I
冷

奴

I 

白

米

I

味

噌

汁

5

 

陽

介

I

席

に

つ

き

手

を

合

わ

せ

て

か

ら

 

食

べ

始

め

る

5

 

 ×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

 

駐

車

場

5

 

ネ

イ

ビ

m

の

ウ

イ

ン

ド

ブ

レ

m

カ

m

を

 

着

た

陽

介

I

運

転

席

に

乗

り

込

む

5

 

 

5 0 

車

内

 

  

 

 

 

 

陽

介

I

ミ

ラ

m

に

吊

り

下

げ

ら

れ

た

か

 

め

子

の

ス

ト

ラ

�

プ

を

ひ

と

撫

で

す

る

5 
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ス

マ

ホ

を

ホ

ル

ダ

m

に

設

置

し

I

ア

m

 

ム

を

調

整

し

て

ラ

イ

ブ

配

信

を

始

め

る

5 

そ

の

瞬

間

I

視

聴

者

数

の

欄

に

１

と

表

 

示

さ

れ

る

5

 
陽

介

I

少

し

驚

い

た

後

に

微

笑

む

5

 

シ

m

ト

ベ

ル

ト

を

締

め

I

エ

ン

ジ

ン

を

か

け

る

5

 

数

秒

の

沈

黙

5

 

 

陽

介

1

玻

璃

-

は

り

0

の

海

4

	

 

 

 

 

 

車

が

発

進

す

る

5

	

	

5 1 

閑

静

な

住

宅

街

＋

車

内

	

	 

 

 

 

 

朝

靄

-

あ

さ

も

や

0

の

残

る

静

か

な

住

宅

街

5

ま

だ

人

の

気

配

が

な

い

細

い

道

を

I

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

が

エ

ン

ジ

ン

音

を

控

え

め

に

響

か

せ

な

が

ら

進

ん

で

い

く

5

	

 

 

 

 

 

車

内

5

 

 

 

 

 

 

運

転

を

し

て

い

る

陽

介

5
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陽

介

1

海

辺

の

村

に

カ

ヤ

と

い

う

若

い

女

性

が

住

 

ん

で

い

た

5

カ

ヤ

の

住

む

村

に

は

と

あ

る

 

不

思

議

な

言

い

伝

え

が

あ

�

た

5

 

―
―

K

玻

璃

-

は

り

0

の

海

に

は

思

い

の

	

か

け

ら

を

運

ぶ

精

霊

が

現

れ

る

P

と

5
4

	

	

5 2 

閑

静

な

商

店

街

＋

車

内
	

	 

 

 

 

 

シ

S

�

タ

m

が

閉

ま

�

た

商

店

街

を

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

が

進

ん

で

い

く

5

	

 

 

 

 

 

車

内

5

	

運

転

を

し

て

い

る

陽

介

5

	

 

陽

介

1

玻

璃

の

海

5

そ

れ

は

夜

明

け

の

限

ら

れ

た
	

時

間

だ

け

I

波

打

ち

際

が

ま

る

で

ガ

ラ

ス

	

の

よ

う

に

透

き

通

り

輝

く

現

象

の

こ

と

5	

 

 

 

 

村

の

人

々

は

そ

れ

を

神

秘

と

呼

ん

だ

が

I

	

誰

も

そ

れ

以

上

の

こ

と

は

信

じ

て

い

な

	

か

�

た

5
4

	

配

信

画

面

に

は

車

窓

か

ら

の

景

色

が

流

	

れ

て

い

る

5
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視

聴

者

数

１

5

	

助

手

席

に

は

白

い

マ

m

ガ

レ

�

ト

の

花

	

が

五

本

I

束

ね

ら

れ

た

状

態

で

置

い

て

あ

る

5

	

 

陽

介

1

カ

ヤ

は

毎

朝

I

そ

の

海

に

立

ち

続

け

た

5

	

理

由

は

自

分

で

も

分

か

ら

な

い

5

た

だ

I	

何

か

を

探

し

て

い

る

気

が

し

て

な

ら

な

	

か

�

た

5

	

あ

る

朝

I

カ

ヤ

は

波

打

ち

際

に

き

ら

め

く

	

小

さ

な

も

の

を

見

つ

け

た

5

そ

れ

は

ガ

ラ

	

ス

の

よ

う

に

透

き

通

�

た

花

弁

の

よ

う

	

な

器

で

I

溜

ま

�

た

海

水

の

中

に

ふ

わ

り

	

と

光

る

文

字

が

浮

か

ん

で

い

た

5

	

K

私

の

居

場

所

を

I

ず

�

と

探

し

て

る

5
P	

手

に

取

�

た

瞬

間

I

器

は

ふ

�

と

溶

け

る

	

よ

う

に

消

え

た

5

不

思

議

と

温

か

い

感

触

	

が

カ

ヤ

の

心

を

静

か

に

満

た

し

て

い

�

	

た

5
4

	

5 3 

開

け

た

道

＋

車

内

	

	



 57 

 

 

 

 

 

商

店

街

を

抜

け

I

開

け

た

道

を

陽

介

の

軽

ト

ラ

�

ク

が

ス

ピ

m

ド

を

上

げ

て

進

ん

で

い

く

5

	

青

信

号

の

灯

る

交

差

点

5

	
前

方

に

は

上

り

坂

の

道

路

が

続

き

I

そ

の

先

は

山

々

に

囲

ま

れ

て

い

る

5

人

の

姿

は

な

い

5

	

車

内

5

	

運

転

を

し

て

い

る

陽

介

5

	

 

陽

介

1

次

の

日

も

I

そ

の

次

の

日

も

カ

ヤ

は

器

を

	

拾

い

続

け

た

5

そ

の

文

字

は

ど

れ

も

短

い

5	

で

も

I

確

か

に

誰

か

の

“

思

い

”

だ

�

た

5

	

K

少

し

だ

け

ど

I

会

話

が

で

き

た

5
P

	

K

今

日

I

泣

か

ず

に

笑

え

た

5
P

	

K

明

日

は

少

し

怖

い

け

れ

ど

I

ひ

と

り

じ

	

ª

な

い

気

が

す

る

5
P

	

器

は

毎

日

I

違

う

形

を

し

て

い

た

5

時

に

	

は

花

の

よ

う

に

5

時

に

は

羽

の

よ

う

に

5
4	

 

 

 

 

 

車

が

坂

を

上

り

景

色

に

山

が

増

え

て

く

	

る

5
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陽

介

1

け

れ

ど

ど

れ

も

手

に

し

た

瞬

間

I

ふ

�

と

	

消

え

て

し

ま

う

5

そ

の

代

わ

り

I

カ

ヤ

の

	

心

に

思

い

が

残

�

て

い

�

た

5

	
あ

る

日

の

夜

I

カ

ヤ

の

夢

に

蒼

光

り

を

ま

	

と

う

小

さ

な

精

霊

が

現

れ

た

5

そ

の

精

霊

	

は

何

も

語

ら

ず

カ

ヤ

に

器

を

手

渡

す

5

	

そ

の

瞬

間

I

カ

ヤ

の

心

に

誰

か

と

繋

が

る

	

よ

う

な

感

覚

が

宿

�

た

5

精

霊

は

優

し

く

	

微

笑

み

I

す

�

と

消

え

て

い

�

た

5
4

	

 

ト

ン

ネ

ル

に

入

る

5

	

配

信

画

面

に

は

車

窓

か

ら

の

景

色

が

流

	

れ

て

い

る

5

	

視

聴

者

数

１

5

	

 

陽

介

1

そ

の

日

の

朝

I

カ

ヤ

は

は

じ

め

て

自

分

の

	

思

い

を

器

に

込

め

た

5

	

海

辺

に

立

ち

I

祈

る

よ

う

に

手

を

合

わ

せ

	

る

と

I

手

の

隙

間

か

ら

光

が

漏

れ

出

し

て

	

く

る

5

手

を

開

く

と

I

そ

の

光

が

貝

殻

の

	

形

を

と

�

た

5

	

K

誰

か

の

思

い

に

救

わ

れ

ま

し

た

5

あ

り
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が

と

う

5
P

	

 

車

が

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

る

5

	

景

色

が

開

け

る

と

I

車

の

右

手

に

波

板

	

海

岸

が

広

が

�

て

い

る

5

	
太

陽

に

照

ら

さ

れ

た

海

面

が

光

り

輝

い

	

て

い

る

5
	

 

陽

介

1

カ

ヤ

は

そ

れ

を

玻

璃

の

海

に

浮

か

べ

た

5

	

器

は

す

ぐ

に

波

に

ま

ぎ

れ

I

遠

く

に

消

え

	

て

い

�

た

5

	

数

年

後

I

朝

焼

け

に

照

ら

さ

れ

た

波

打

ち

	

際

に

一

人

の

少

年

が

立

�

て

い

た

5

そ

の

	

少

年

が

海

か

ら

拾

い

上

げ

た

の

は

I

貝

殻

	

の

形

を

し

た

光

る

器

5

少

年

は

そ

れ

を

大
	

切

そ

う

に

抱

き

I

優

し

く

微

笑

ん

だ

5
4

	

	

5 4 

浪

板

海

岸

	

	 

 

 

 

 

陽

介

I

海

岸

沿

い

の

道

路

に

車

を

寄

せ

	

て

停

車

す

る

5

	

 

 

 

 

 

エ

ン

ジ

ン

を

止

め

て

I

シ

m

ト

ベ

ル

ト
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を

外

す

5

	

 

陽

介

1

出

会

う

こ

と

は

な

か

�

た

か

も

し

れ

な

い

	

誰

か

と

I

確

か

に

繋

が

�

て

い

る

5

そ

れ

	
だ

け

で

I

世

界

は

少

し

だ

け

優

し

く

な

る

5	

玻

璃

の

海

は

そ

の

日

I

い

つ

も

よ

り

長

く

	

輝

い

て

い

た

5
4

	

 

 

 

 

 

配

信

画

面

に

は

光

り

輝

く

海

が

広

が

�

	

て

い

る

5

	

視

聴

者

数

１

5

	

陽

介

I
一

呼

吸

置

き

配

信

を

終

了

す

る

5	

	×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

	

 

 

 

 

 

突

堤

の

先

に

立

�

て

い

る

陽

介

5

	

 

 

 

 

 

足

元

の

花

瓶

に

ペ

�

ト

ボ

ト

ル

で

水

を

	

入

れ

I

マ

m

ガ

レ

�

ト

の

花

を

飾

る

5

	

 

遥

の

声

1

や

�

ほ

4

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

振

り

返

る

5

	

 

 

 

 

 

制

服

姿

の

遥

が

立

�

て

い

る

5

	

 

陽

介

1

お

は

よ

4
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遥

I

屈

ん

で

マ

m

ガ

レ

�

ト

の

花

を

見

	

る

5

	

 

遥

1

な

ん

で

マ

m

ガ

レ

�

ト

な

の

？

4

	

 

陽

介

1

あ

と

で

花

言

葉

調

べ

て

み

な

4

	

 

遥

1

花

言

葉

と

か

こ

だ

わ

る

ん

だ

4

	

 

陽

介

1

自

分

で

も

柄

じ

ª

な

い

�

て

思

�

て

る

4

	

	

×

 

 

 

×

 

 

 
×

 

 

海

岸

を

歩

く

陽

介

と

遥

5
 

海

面

が

太

陽

に

照

ら

さ

れ

て

光

り

輝

い

 

て

い

る

5

 

 

遥

1

東

京

戻

る

の

？

4

	

 

陽

介

1

え

�

I

な

ん

で

？

4

	

 

遥

1

携

帯

見

つ

か

�

た

し

I

こ

の

前

最

後

に

す

る

	

�

て

言

�

て

た

か

ら

4

	

 

陽

介

1

あ

m

5

あ

れ

ね

I

や

め

た

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

立

ち

止

ま

り

陽

介

を

見

つ

め

る

5

	

 

陽

介

1

こ

こ

が

俺

の

居

場

所

だ

か

ら

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

微

笑

む

5
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遥

1

よ

か

�

た

4

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

微

笑

む

5

	

 

 

 

 

 

遥

I

少

し

先

の

波

打

ち

際

に

何

か

が

落

	

ち

て

い

る

の

を

見

つ

け

小

走

り

で

拾

い

	
に

行

く

5

	

 

遥

1

ね

�

I

こ

れ

4
	

 

 

 

 

 

陽

介

I

小

走

り

で

遥

の

も

と

へ

5

	

 

 

 

 

 

遥

が

拾

�

た

の

は

子

供

用

の

靴

5

	

 

 

 

 

 

劣

化

具

合

か

ら

I

長

い

間

海

を

さ

ま

よ

	

�

て

い

た

こ

と

が

分

か

る

5
	

 

陽

介

1

届

け

よ

う

か

4

	

 

遥

1

う

ん

…

あ

I

で

も

こ

れ

か

ら

学

校

…
4

	

 

陽

介

1

そ

�

か

…

4

	

	

×

 

 

 

×

 

 

 

×
 

	 

 

 

 

 

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

り

込

も

う

と

す

る

陽

	

介

5

	

 

 

 

 

 

自

転

車

の

ス

タ

ン

ド

を

下

げ

る

遥

5

	

 

遥

1

次

は

私

も

連

れ

て

�

て

ね

4

	



 63 

 

陽

介

1

分

か

�

た

�

て

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

自

転

車

に

ま

た

が

る

5

	

 

陽

介

1

遥

ち

ª

ん

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

振

り

向

く

5

	

 

陽

介

1

い

�

て

ら

�

し

ª

い

4

	

 

 

 

 

 

遥

I

微

笑

む

5

	

 

遥

1

い

�

て

き

ま

す

！

4
	

 

 

 

 

 

遥

I

ペ

ダ

ル

に

足

を

乗

せ

漕

ぎ

出

す

5

	

 

 

 

 

 

陽

介

I

軽

ト

ラ

�

ク

に

乗

り

込

み

I

遥

	

と

は

逆

方

向

に

車

を

走

ら

せ

る

5

	

晴

天

の

中

I

浪

板

海

岸

に

広

が

る

海

が

	

光

り

輝

い

て

い

る

5

	

そ

れ

は

ま

る

で

I
玻

璃

の

海

の

よ

う

に
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